
南極の氷の体験授業＜6 年＞R４.10.7（金）6 校時 

自衛隊鹿児島地方協力本部奄美大島駐在員事務所の方が，南極の氷を持ってき

てくださいました。 

所長の渡邊さんと広報官の榮さんの 2 人からお話を聞きました。所長の渡邊

さんが実際に南極に行き，その時に持ち帰った氷を持ってきてくださいました。 

  

 

 

 

 

 

  

代表の児童がお礼のあいさつを

しました。 

その後，みんなで南極の氷を触っ

たり，音を聞いたりしてみまし

た。解けにくかったり，ぱちぱち

音が鳴ることに驚きました。 

南極のことや南極観測隊の仕事，観測船の大きさや特徴など，いろいろなお

話を聞きました。初めて知ったことがたくさんありました。 



新聞にも掲載されました 

【10.8（土）南海日日新聞】 

 
 

 

 

 

 

 



【10.９（日）奄美新聞】 

 

 

子供たちの日記から 

 

 

今日，6時間目に自衛官の人が奄美小に来て，
「南極に行ってどんなことをするのか」，「南極はど
んな場所なのか」などを教えてくれました。 
 ぼくが一番楽しみにしていたのは，南極の氷をさ
わることでした。 

氷の近くに耳を近づけると数万年前の空気がぬ
ける音が聞こえました。氷はとても冷たくて，ずっと
さわっていると手がひりひりしてきました。 
ふだんできない体験ができてよかったです。 

ぼくは，南極の氷にさわりました。 
最初，ビールを入れたコップの方

が冷たいと思っていました。けれど
も，その予想をこえる冷たさでした。 
数万年前の空気が入っていると聞

いたので，とてもとても，おどろきま
した。 
また，さわってみたいです。 


